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「

文

選
集
注
」

に

は
、

李
善
注

、

鈔
、

音
決
、

五

象
注

、

陸

善
経

注
の

諸
注
が

収
め

ら

れ

て

い

る

が
、

こ

の

う

ち
李
善

注
、

鈔、

五

家

注
に

つ

い

て

は
、

既
に

「

文

選
李
善

注
に

つ

い

て
」

　
（

「

日

本
中
国

学

会
報
」

第
三
一

集
）

、

「

文

選
集

注
所
引

「

鈔
」

に

つ

い

て
」

（

「

日

本
中
国
学
会

報
」

第
二

九

集
）

、

　
「

五
臣
注

文
選
に

つ

い

て
」

（

「

中

国
中
世

文
学
研
究
」

第
一

七

号
）

に

お

い

て

解
説
を
加
え
た

の

で
、

こ

の
た一
ぴ
は

「

陸
善

経
注
」

を
取

り

上
げ

、

そ
の

作
者

、

作
成
の

過

程
、

内
容
の

特
徴

な

ど
に

つ

い

て
、

左
の

順
序
で

述
べ

る
。

一
、

陸
善

経
の

人
と

事
蹟

　
ユ

、

経
歴

　
2

、

業

績

二
、

　
「

文
選
」

注
に

つ

い

て

三
、

集

注
本
所

引
「

陸

善

経
文
選
注
」

に

つ

い

て

　
ー
、

集

注
−

本

に

お

け

る

「

睦

善
経
注
」

　
2
、

　
「

睦

善
経

注
」

の

施
注

形
式

　
、

3

「

陸
善
経
注
」

の

内
容
に

つ

い

て

一
、

陸
善
経
の

人

と
事
蹟

1
、

経

　
歴

　

睦

善
経
の

事
蹟
に

つ

い

て

は
、

既

に

新

美
寛
「

陸
善

経
の

事
蹟
に

つ

い

て
」

　
（

「

支
那

学
」

第
九
巻

第
一

号
）

に

述
べ

ら
れ

て

い

る

の

で
、

そ

れ

に

よ

り

な
が

ら
ま

と

め

て

み

る

と

次
の

よ
う

な
こ

と

に

な

ろ
う
。

　

そ

の

生

卒
年
は

正
確
に

は

わ

か

ら

な

い
。

し
か

し

集

賢
院
に

お

い

て
、

い

わ

ゆ

る

開

元
の

集

賢
十
八

学
士
ら

と
と

も
に

「

唐

国
史
」

「

開

元
礼
」

　
「

大
唐
六

典
」

　
「

御
刊

定
礼
記

月
令
注
」

の

編

纂
・

注

解
に

従
事
し

、

ま
た
「
「

文
選
注
」

に

力
を
注
い

だ

の

が
、

中
頃
か

ら
天

宝
の

初
め

に

至
る

十
数

年
間
の

こ

と

で

あ
る

か

ら
、

こ

の

時
期

を

中

心
に

し

て

其
の

前
後
が

、

彼
の

働
き

盛
り
の

時
期

で

あ
っ

た

と

し

て
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よ

か

ろ

う
。

　
そ
の

官
職
に

つ

い

て

は
、

河

南
府
の

倉

曹
参
軍
と
集

賢
院

直
学
士

と
い

う

二

つ

が

知

ら

れ

る

だ

け

で

あ
る

。

以

下
、

彼
の

官
歴
に

関
す

る

記
録
を
見
て

み

る
こ

と
に

す
る

。

　
先
ず

、

　
「

玉
海
」

巻
五
六

に

引
か

れ

て

い

る

「

集

賢
注

記
」

に

は
、

次
の

よ

う
に

あ

る
。

　

　
開
元

十
九
年
三

月
、

蕭
嵩
奏

、

王

智
明

、

李
元
成

、

陳
居

、

注

　

　
「

文
選
」

。

先
是

馮
光
震

、

奉
勅
入

院
、

校
「

文

選
」

。

上

疏
、

以

　

　
李

善
旧

注
不
精

、

講
改

注
。

従
之

。

光

震
自
注

得
数

巻
。

嵩
以

　

　
先

代
旧

業
、

欲
就
其

功
、

奏

智
明
等
助

之
。

明

年
五

月
、

令

智

　

　
明

、

元
成

、

陸

善

経、

専
注

「

文
選
一

、

事

竟
不

就
。

開
元
十

九
年
に

蕭
嵩
（

昭
明

太
子

六

世
の

孫
）

は
、

　
「

文
選
一

注

を

作
る
こ

と
を
上

奏
し

、

次
の

年
の

五
月
に

、

王
智
明

、

李
元
成

、

陸

善

経

ら
に

作
業
を
始
め

さ

せ

た

と
い

う
。

お

そ
ら

く

睦
善

経
は

此
の

時
に

集

賢
院
に

入
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

次
に

「

大
唐
新
語
」

巻
九
に

は

次
の

よ

う
な
記

録
が

あ
る

。

　

　
開

元
十
年

、

玄
宗

詔
書
院

、

撰
六

典

以
進

。

時
張

説
為
麗

正
学

　

　
士

。

以

其
事
委
徐
堅

。

沈
吟

畿
餘

、

謂
人

日
「

堅

承
乏
已

曽
七

　

　
度

、

修
書
有
憑

准
、

皆
似
不

難
。

唯
六

典
、

歴
年
措
思

、

未
知

　

　
所
従
」

説
又

令
学
士

毋

嬰

等
、

検

前
史
職

官
、

以
A7

式

分
入

六

　

　
司

、

以

今
朝
六

典
、

象
周

官
之
制
、

然
用

功
艱

難
、

綿
歴

数
載

。

　

　
其
後

、

張
九

齢
委
陸
善
経

、

李

林
甫
委
苑

威
、

至
二

十
六

年
、

　

　
始
奏
上

。

百
寮
陳

賀
、

迄

今
行
之

。

開
元

十
年
（

七
二

二
）

に

玄

宗
か

ら

集

賢
院
に

、

　
「

六

典
」

を
撰
す

る

よ

う
に

詔
が

あ
り

、

張
説
は

徐
堅
に

そ
の

こ

と
を

委
任
し

た
。

し

か

し

徐

堅
は

あ
ま

り

の

難
し

さ
に

、

一

年
除
り

で

投
げ

だ
し
た

。

張

説
は

そ

こ

で

毋

嬰
に

そ
の

仕

事
を
さ

せ

た

が
、

数

年
か

か

っ

て

も

で

き

な
か

っ

た
。

そ

の

後、

張
九

齢
は

陸
善

経
に

、

李
林
甫
は

苑
威
に

そ
れ

を
委
任
し

て
、

開
元

二

十
六

年
（

七

三
八
）

に

な
っ

て

よ
う
や

く
完

成
し

た

と
い

う
。

　
こ

の

記

事
に

よ

れ

ば

陸
善
経
は

、

開
元

二

十
六

年
よ
り

少
し

前
に

、

集

賢
院
で

「

大

唐
六

典
」

編

纂
の

仕

事
に

従

事
し

て

い

る
。

　
「

集

賢
注
記
」

の

記
事
に

よ

れ

ば
、

睦
善

経
は

開

元
二

十

年
五

月

に

「

文
選
」

注
の

作
業
を
始
め

た

わ

け

で

あ
る

が
、

間
も
な
く

李
林

甫
の

命
に

よ
っ

て

【

六

典
一

編

纂
の

方
へ

配

置
換
え

と

な
っ

た
よ

う

で

あ

る
。

そ
の

時
期

は
、

　
「

文
選
」

注
の

仕

事
が

始
ま
っ

て
、

｝

・

二

年
後
の

こ

と
で

あ

ろ
う
か

。

　
そ
の

後
の

陸

善
経
に

つ

い

て

は
、

李
林

甫
の

「

進
御
刊

定
礼
記

月

令

注

表
」

に

よ
っ

て
、

推
測
す

る
こ

と

が

で

き

る
。

　
　

…
…

乃
命
集

賢
院
学
士
・

尚
書

左
僕
射

兼
右
相
・

吏
部
尚

書
李

　
　
林

甫
、

門

下
侍
郎

陳
希

烈
、

中
書
侍

郎
徐

安

貞
、

直
学
士
・

起

　
　

居
舎
入
劉

光
謙

、

宣
城

口

司

馬
斉
光

又
、

河
南

府
倉
曹

参
軍
陸

　
　

善
経

、

修

撰
官
家
令

寺
丞
・

兼
知

太

史
監

事
史

元
晏

、

待
制

官

　
　

安
定
郡
別

駕
梁
令
預

等
、

為
之

注
解

。

…

…

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（

「

全
唐

文
」

三
四
五
）

こ

れ

は

「

御
刊

定
礼
記

月
令
」

の

注
解
に

、

河
南

府
の

倉

曹
参
軍
で
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あ
っ

た

陸
善

経
が

参
加
し
た
こ

と

を
証
す

る

記
録
で

あ

る
。

こ

の

と

き

陸
善

経
は

、

河
南

府
倉
曹
参
軍
か

ら

集

賢
院
勤
務
に

転
じ

た
の

で

あ

ろ

う
。

つ

ま

り

陸

善
経
は

、

集

賢
院
か

ら

地
方
へ

出
て

、

再
び

集

賢
院
に

入
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

こ

の

進
表
に

は

年
月
が

記
さ

れ

て

い

な
い

た
め

。

陸

善
経
が

此
の

官
に

あ
っ

た

時
期
は

わ

か

ら
な
い

が
、

李
林
甫
、

陳
希

烈
、

徐

安
定

ら
に

関
す
る

新
・

旧

「

唐
書
」

の

記
録
か

ら
、

こ

の

進
表
が

記
さ
れ

た
の

は

天
宝
元
年
八

月
以
降

、

五
・

六

年
以

前
の

間
で

あ

る
こ

と
が

推
定
さ

れ

る
。

　

以
上
の

資

料、

及

び
「

2
、

業
績
」

の

所
で

触
れ

る

資

料
か

ら
知

ら
れ

る
、

開
元
末
か

ら
天
宝
初
に

か

け

て

の

陸
善

経
の

動
き

を
ま

と

め

て

み

る

と
、

次
の

よ

う
に

な

ろ
う
。

開

元

十
八
・

九

年

十
九
・

二

十

年

二

十
年
五

月
〜

二

十
一

・

二

年
〜

　
　
二

十
六

年

開
元
末

年

天
宝

元

年
〜

五
・

六

年

集
賢
院
で

の

韋
述
の

国
史
編

纂
事

業
に

参
加

。

集
賢
院
で

の

『

開
元
礼
」

の

編

纂

に

参
加

。

集

賢
院
で

「

文
選
」

注

作
成
の

作

業
に

参
加

。

集

賢
院
で

「

六

典
」

編

纂
の

作
業

に

参
加

。

「

亠

ハ

典
」

宀

元

成
0

河
南
府
の

倉

曹
参
軍

。

集

賢
院
で

「

御
刊

定
礼
記
月

令
」

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

注
解

作
成
に

参
加

。

開
元

十
八
・

九

年
（

七

三
〇
・

三
一
）

に

集
賢
院
に

入
り

、

二

十
六

年
（

七
三

八
）

の

頃
ま

で

院
で
の

仕

事
に

従
事

。

そ
の

後
、

開
元
の

末
に

河
南

府
の

倉

曹

参
軍
と

し

て

外
に

出
た

が
、

天
宝
の

初
め

頃
に

、

復
ぴ

集
賢
院
に

入
っ

た

と
い

う
の

が
、

陸
善
経
の

主
な
経
歴
の

よ
う

で

あ
る

。2
、

業
　
績

　

陸
善

経
の

著
述
は

次
の

如

く
で

あ
る

。

中
国
の

書
目
に

見

え

る

も
の

と

し

て

は
、

　
「

孟
子

注
七
巻
」

が

あ

る

だ

け

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

　
「

新
唐

書
」

芸
文
志
・

儒
家
類
に

、

　

　

　
陸
善

経
孟
子

注

七
巻

「

崇

文
総
目

」

に
、

　

　

　
孟
子

七

巻
　
　
陸

善
経
注

　

　
善

経
唐
人

。

以
軻
書
初

為
七

篇
、

因
刪
去
趙

岐
章
旨
与

其
注
之

　

　

繁
重
者
、

復
為
七

篇
云

。

　
と

こ

ろ

が

『

日

本
国
見
在
書
目

録
」

に

は
、

次
の

よ

う
に

多

く
の

著

作
が

収
録
さ
れ

て

い

る
。

　

　

　
易
　
家
　

　
　
「

周

易
」

八
巻

　
睦
善

経
注

　

　

　
尚

書
家
　

　
　
　
「

古

文
尚

書
」

十
巻
　

陸
善
経
注

　

　

　
詩
　
家
　
　
　
　
「

周
詩
一

十
巻
　
陸
善
経

注

　

　

礼

家

　

「

三
礼
」

三

十
巻

睦
善

経
注
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春
秋
家

　
　
　
「

春
秋
三

伝
」

三

十

　
陸
善

経
注

　

　

　
込

鯛

伍
贈

家
　

　

　

　

　
『

茄

覦

紐
叩

」

　
亠

ハ

光
ぜ

　

睦
善
経

注

　

　

　

儒

家

　

　
「

孟

子
」

七

睦

善
経
注

　

　

　

道

家

　

「

列

子
」

八

陸
善

経
注

こ

れ

ら
の

う

ち
佚
文
が

存

在
し

て
い

る

「

孟

子
注
」

の

他
は

、

全

く

滅
び
て

し

ま
っ

て
い

て
、

そ
の

内

容
を
知
る

こ

と

は

で

き

な
い

。

　

以
上
は

書
目
に

記

さ

れ

て

い

る

著
作
で

あ

る

が
、

更
に

陸
善

経
が

集

賢
院
に

お
い

て

参
加
し

た

編

纂
事
業
と

し

て
、

次
の

よ

う
な
も
の

が

あ

る
。

　

　

　

「

唐

国
史
」

　

　

史
館

旧

有
令
狐
徳

墓
鯢

撰

「

国
史
」

及

「

唐
書
」

。

皆

為
紀
伝
之

　

　

体
。

令
狐

断
至

貞
観
、

牛
鳳
及

迄

于

永
淳

。

及
呉

長
垣

在
史
職

、

　

　
又

別

撰

「

唐

書
一

一

百
一

十
巻

。

下
至

開
元
之
初

、

韋
述
綴

緝

　

　
二

部
、

益
以

垂

拱
後
事

、

別
欲

勒
成
紀

伝
之

書
。

蕭
令

嵩
欲

早

　

　

就
、

奏

賈
登
・

李
鋭
・

太

常
博
士

緒
思
光

助
之

、

又

奏
陸

苒
経

　

　
・

梁

令
殯
入

院
。

歳
餘
不

就
。

張
始
興

為
相

、

薦

起
居
舎
人

李

　

　
融

、

専
司

其
事．．

諌
議
尹

惜
入

館

為
史
官
、

未
施

功
而
罷

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

　
『

玉

海
』

巻
m
悶
亠
ハ

引
「

仕

柴
臥
貝
h

圧

記
」

　）

韋
述
は

、

開
元

十
八

年
に

史

官
の

こ

と

を
司
っ

て

い

る
。

　
（

『

旧

唐

書
』

韋

述
伝

）

　

　

　
「

開
元

礼
一

　一

百
五

十
巻

　

　
開

元

中、

通

事
舎
人
王

嵒

請
改

礼
記

、

附
唐
制

度
。

張
説

引
嵒

、

　

　
就

集
賢
詐

院
詳

議
。

説

奏
「

礼

記
漢

代
旧
文

、

不
可

更
。

請
脩

　

　
貞

観
永
徽
五
礼

、

為
開
元

礼
」

。

命

賈

登
・

張
煩
・

施
敬

本
・

李

　

　
鋭
・

王
仲

丘
・

陸
善
経
・

洪

孝
昌

撰

緝
、

蕭
嵩

総
之

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

「

新
唐

書
」

芸
文

志
、

儀
注
類
）

「

開
元
礼
」

は
、

開

元
十
四

年
に

編

纂
に

着

手
さ

れ
、

同
二

十
年
九

月
に

完
成
し

て

い

る
。

　
（

「

旧

唐
書
」

玄

宗
紀

、

礼
儀
志
）

　

　
　

「

↓
〈

宙
順

亠

ハ

繭
バ

」

　一
二
⊥
丁

巻

　

　
開
元

十

年
、

起

居
舎
人

睦
堅
、

被

詔
集

賢
院
修
六

典
。

玄

宗
手

　

　
写
六

條
、

日
「

理
典
・

教
典
・

礼

典
・

政

典
・

刑
典
・

事
典
」

。

　

　
張
説
知

院
、

委
徐
堅

。

経
畿
無

規
制

。

乃

命
毋

要・
余
敘
∵

威
嘆

　

　
業
・

孫

季
良
・

韋
述

参
撰

。

始
以

令

式
象

周
礼
六

官

為
制

。

蕭

　

　
嵩
知

院
、

加
劉

鄭
蘭

、

蕭
晟
・

盧

若
虚

。

張
九

齢
知

院
、

加
陸

　

　
善

経
。

李

林
甫
代
九

齢
、

加
苑

咸
。

二

十
六

年

書
成

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

「

新
唐

書
」

芸
文
志

、

職
官
類
）

『

大

唐
六

典
』

の

編

纂
に

つ

い

て

は

「

大
唐
新

語
」

に

も
記
載
が

あ

る

が
、

既
に

挙
げ

た
の

で
、

こ

こ

で
は

省
略
す
る

。

　

　
　

『

御
刊

定
礼

記
月
令
注
」

　一

巻

　

　
集
賢
院

学
士
李

林
甫
・

陳

希
烈
・

徐

安
貞

、

直
学
士

劉
光
謙
・

　

　
斉
光

又
・

陸
善

経、

脩
撰

官
史

玄
晏
、

待
制

官
梁
令

珊
等
注
解

。

　

　
自
第
五

易

為

第
一
．、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔

『

新
唐

書
」

芸

文
志

、

礼

類
）

此
の

書
に

つ

い

て

は
、

李
林
甫
に

「

進
御
刊

定
礼

記
月
令
表
」

が

有

る

が
、

既

に

挙
げ

た

の

で
、

こ

こ

で

は

雀

略
す
る

。

　

　
　
『

古
今

同
姓
名
録

続
鯖
」

一 41 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　

梁
孝
元
帝

撰
。

是

書
見

於

『

梁
書
」

本
伝

、

及

「

隋

書
」

経
籍

　

　

志

者
、

皆

作
一

巻
。

唐

陸
善

経
、

続
而

広

之
。

故

『

読
書
志
」

　

　
　
「

書
録
解

題
」

皆

作
三

巻
。

其
本
皆
不

伝
。

此
本
為

「

永

楽
大

　

　

典
』

所
載

、

又

元

人

葉
森
所
増

補

者
也

。

雖
輾

転
附

益
、

已
非

　

　

其
旧

。

然

幸
其

体
例
分
明

、

不

相

淆
雑

。

凡

善
経
及
森

所
綴
入

　

　

者
、

皆
一

一

標
註

、

尚
可

考
見

元
帝
之

原
本

。

則

類
事
之
書

、

　

　

莫
古

於
是
編
矣

。

云
々

　
　
　
（

「

四
庫

提
要
」

類

書
類
）

梁
の

元
帝

が

撰
し

た

も
の

を
、

陸

善
経
が

「

続
け

て

広
め
」

た
、

つ

ま
り

増
補
し

た

も
の

の

よ

う
で

あ

る
。

　

　
　
　
「

文

選
注
」

　

既
に

挙
げ

た

「

集
賢
注

記
一

　
（

「

玉
海
」

巻
五

六

引
）

の

記
事
に

あ

る

よ

う
に

、

陸
善

経
は

開

元
二

十
年
五
月
か

ら
集

賢
院

に

お

け

る

作
業
に

従
事
し

て

い

る

が
、

注
は

完
成
し

な
か

っ

た

と
い

う
。

し

か

し
、

陸
善
経
は

其
の

後
も
独
力
で

作
業
を

続
け

て

注

を
完
成

し

た
。

詳
し
い

こ

と
に

つ

い

て

は
、

後
で

ま
た

触
れ

る

こ

と

に

す
る

。

　

　
　

「

字

　
林
」

　

希
麟

「

続
一

切
経

音
義
」

や

『

広

韻
」

な
ど
に

引
か

れ

て

残
っ

て

い

る
の

み

で

あ

る

が
、

呂

枕
「

字
林
」

の

遺
漏
を
補
っ

た

も
の

の

よ

う

で

あ
る

。

　

　
　

「

史
記
注
」

　

古
鈔
本
．

史
記

抄
・

古

板
本
の

書
き

入

れ
の

中
に

、

　
「

陸
云
」

「

決

云
」

と

標
記

さ

れ

た

も
の

が

百
餘
条
の

多
き
に

わ

た
っ

て

存
在
し

て

お

り
、

そ

れ

は

陸
善
経

の

史
記

説
を
伝
え

る

も
の

で

あ
ろ

う
と

考
え

ら
れ

る
。

す
な

わ

ち

「

陸
云
」

の

「

決
」

は

睦
善

経
の

著

作
で

あ

る

（

「

史
記

会
注

考
証
校
補
」

八
、

節
、

陸
善

経
史
記
注

逸
文
）

「

陸
」

は

睦
善

経
、

　
「

決
云
」

の

「

史

記

決
疑
」

の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

「

史

記
之

文
献
学
的
研

究
」

第

四

一
一

、

　
『

文
選
注
」

に

つ

い

て

　

陸
善

経
の

「

文

選
注
」

に

つ

い

て

は
、

中
国
の

著
録
に

記
さ

れ

て

い

な

い

し
、

ま
た

「

日

本
国

見
在
書
目
録
」

に

も

記
録
さ

れ

て

い

な

い
。

し

か

し

そ
れ

は

「

文
選
集
注
」

の

な
か

に
、

李
善
注

、

鈔
、

音

決
、

五

臣
注

と

と

も
に

収
録
さ

れ

て
い

る
。

　
陸
善

経
が

『

文
選
」

に

注
を
施
し

た

こ

と
に

つ

い

て

は
、

既
に

引

い

た

韋
述
の

「

集

賢
注
記
」

　（

「

玉

海
」

巻
五

六

引
）

に

よ
っ

て

知

る

こ

と

が

で

き
る

。

す
な
わ

ち
、

　
　
開
元

十
九

年
三

月
に

、

蕭
嵩
（

昭
明

太
子
の

六

世
の

孫
）

は
、

　
　
王

智
明
・

李
元
成
・

陳
居
に

「

文
選
」

に

注
を
つ

け

さ

せ

た

い

　
　
と

奏
上
し

た
。

こ

れ

よ

り

先
に

馮
光

震
は

、

勅

を
奉
じ
て

集
賢

　
　
院
に

入
り

、

　
「

文
選
」

を

校
訂
し

た

が
、

　
「

李
善
の

旧

注
は

精

　
　
密
で

な
い

か

ら

改

め

て

注

を
し

た
い
」

と

上
疏
し
て

許
可
さ

れ
、

　
　
光
震
は

自

分
で

注

を
作
り

数
巻

を
仕

上
げ

た
。

嵩
は

「

文
選
」

　
　
が

先
祖
の

旧

業
で

あ

る

た

め

に
、

そ
の

注
を

完
成
し
た

く
思
い

、

　
　
智
明
ら

を
補

助
に

す
る

こ

と

を
奏
上
し

た
。

こ

う
し

て

明
年
の

　
　
五

月
、

智
明
・

元
成
・

陸
善
経

を
「

文

選
」

専
属
と

し

た

が
、
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事
は

完
成
し

な
か

っ

た
。

蘇
嵩
総
裁
の

も
と

に
、

開
元
二

十

年
五

月
か

ら
王

智
明

・

李
元

成
・

陸

善
経
が

協
同
し

て

「

文
選
」

注
の

作
業
が

開
始
さ

れ

た
が

、

そ
れ

は

完
成
し

な
か

っ

た

と
い

う
c

　
こ

の

こ

と
は

「

大
唐

新
語
」

巻
九

、

著
述

第

十
八

に

も
、

次
の

よ

う

に

記
さ

れ

て
い

る
。

　
　

開
元

中
、

中
書
令
の

蕭
嵩
は

、

　
「

文

選
」

は

是
れ

先
代
の

旧

業

　
　

な

る

を
以

て
、

之
を
注

釈
せ

ん

と

欲
し
、

奏
し

て

左
補
闕
王

智

　
　

明
・

金

吾
衛
佐

李
玄
成
・

進

士
陳

居
ら

を
し

て

「

文
選
」

に

注

　
　

せ

し

め

ん

と

請
ふ

。

是
れ

よ

り

先
、

東
宮

衛
佐

馮
光
震
は

、

院

　
　

に

入

り

て

「

文
選
」

を
校
し

、

兼
ね

て

復
た

注

釈
す

。

躁

鴟
を

　
　

解
し

て

云

ふ

「

今
の

芋
子

。

即
ち

是
れ

毛

を
着
け

し

羅
蔔
な
り

」

　
　

と
。

院

中
の

学
士
向

挺
之

、

蕭
嵩
は

、

掌
を
撫
し

て

大
笑
す

。

　
　

智
明
ら

は

学
術
の

深
き

に

非

ざ
れ

ば
、

素
よ

り

修

撰
の

芸
無
し

。

　
　

其
の

後
、

或
い

は

遷
り

て
、

功
は

竟
に

成

ら
ず

。

陸

善

経
の

名
は

記
さ

れ

て
い

な
い

が
、

こ

こ

で

は

省
略

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

ろ
う

。

　

さ

て
、

蕭
嵩
の

「

文
選
」

注
の

事

業
は

、

な
ぜ

完
成

し

な
か

っ

た

の

か
。

そ
の

理
由
と

し

て

は
、

そ

れ

ま

で

集

賢
院
を

司
っ

て

い

た

繭

嵩
に

代
わ
っ

て

（

開

元
二

十
一

年
か

二

十
二

年
に

）

張
九

齢
が

就
任

し
、

当
面
の

大
事

業
で

あ
る

『

六

典
」

編

纂
の

担
当
と

し

て

陸
善
経

を

抜
擢
し

た

こ

と

が

考
え

ら
れ

る
。

　
【

六

典
」

の

編

纂
事

業
に

陸
善

経
が

加
わ

っ

た

こ

と

は
、

既
に

述
べ

た
。

す

な
わ

ち

「

六

典
」

の

編

纂
は
、

開
元

十

年
の

玄
宗
の

勅
命
に

よ
っ

て

始
め

ら

れ
た

が
、

拠
る

べ

き

資
料
が

無
い

た

め

に

仕

事
は

な
か

な
か

は

か

ど

ら
な
か
っ

た
。

後
に

張
九

齢
が

蕭
嵩
に

代
わ
っ

て

集

賢
院
を

総
裁
す
る

と
、

陸
善
経

を

「

文

選
」

担

当
か

ら

「

六

典
一

担
当
に

配

置
換
し

、

か

く
て

開
元

二

十
六

年
（

七

三
八
）

に

そ

れ

を

完
成

し

た

と

い

う
。

恐

ら
く
睦
善

経

を
引
き

抜
か

れ

た

「

文

選
」

担

当
班
は

作
業
が

進
ま
ず

、

そ
の

結

果
、

　
「

文
選
一

注
は

未

完
成
に

終
わ
っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

　
し

か

し
、

「

六
典
一

の

仕

事
が

完
成
し

た

の

ち

に
、

陸

善
経
は

「

文

選
」

の

注

を
再
開
し

、

や

が

て

そ

れ

を
独

力
で

仕

上
げ
た

も
の

と

思

わ

れ
る

。

そ
の

完
成
の

時
期
に

つ

い

て

は
、

新

美
寛
氏
の

論
文
に

次

の

よ

う
に

記

さ

れ
て

い

る
。

　

尚
、

残

存
せ

る

（

陸
善
経
）

注
の

う
ち

に
、

其
の

完

成
の

時
期
・

　

撰

修
の

経
過
を

暗
示
す

る

若

干
の

資

料
が

あ
る

。

　

巻

第
九
、

呉
都

賦
「

起
寝
廟

於
武
昌

、

作
離

宮
於
建
業
」

注
に

、

　
　

武
昌
、

属
江

夏
。

建
業

、

A7

江

寧
。

　

と

あ

り
、

　
「

旧

唐
書
」

地
理

志
、

江

南
西
道

鄂
州
の

條
に

、

　
　

隋

江
夏
郡

、

武
徳

四
年

、

改
為
割
州

。

天

宝
元

年
、

改
為
江

夏
郡

。

　
　

乾
元
元

年
、

復
為

鄂
州

。

　

と

あ
る

。

　

又

た

巻

百
十
六

、

王
仲
宝
「

楮
淵
碑
文
」

の

「

封
響
県
開

国
伯
」

　

注
に
、

　
　

雲
都
、

今
属

南
安
也

。

　

と

あ

り
、

同
じ

く

『

旧

唐

書
」

地
理

志
の

江
南

西
道

虔
州
の

條
に
、
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武
徳

五

年
、

置
虔
州

。

天
宝
元
年

、

改

為
南
康
郡

。

乾
元
元

年
、

　

　

復
為

虔
州

。

　

と

あ
る

。

　

こ

の

二

條
を
「

地

理
志
」

と

参
照
し

て

み

る

に
、

両
郡
（

江

夏
・

　

南
康
）

県
（

武
昌
・

等
都
）

の

隷
属
関
係
は

、

そ
の

名
称
の

存
す

　

る

期
間

が

共
に

天

宝

元

年
よ

り

乾
元

元
年
の

聞

に

あ
る

こ

と

を
確

　

か

め
う
る

の

で

あ
る

か

ら
、

こ

れ

に

よ
っ

て

此
の

注
の

完
成

時
期

　

を
、

ほ

ぼ

推
定
す

る
こ

と

が

出
来
よ

う

と

思
ふ

。

又

た

巻
九
に

此

　
の

年
代
の

名
称
が

用
い

ら
れ

て

い

る

こ

と

は
、

注
が

必

ず
し

も

本

　

文
巻

第
一

か

ら
順

次
完
成
さ

れ

た

も
の

で

な
く

、

任
意
の

巻
か

ら

　

分
担
し

て

始

め

ら

れ

た

も
の

で

な
い

か

を
思
は

し

め

る
。

す

な
わ

ち
新

美
氏
は

、

睦

善
経
の

「

文

選
注
」

は

遅

く
と
も
天
宝

中

に

は

完
成
し

て

い

た

で

あ
ろ

う
と

推
測
し

て

お

ら

れ
る

。

　

以
上
の

考
察
に

従
っ

て

此
の

「

文

選
注
」

の

撰
修

過
程
を
ま
と

め

る

と
、

＊

開
元

十
九

年
三
月

＊

開

元
二

十
年
五

月
〜

＊

開

元

二

十
一

・

二

年

＊

そ

の

後

集

賢
院

に

お
い

て

改

注
の

事
業
を

開
始

。

王

智
明
・

李
元

成
・

陸

善
経
ら
が

分

担
し

て

進
め

る
。

陸
善

経
、

　
「

六
典
」

編
纂
事

業
の

方
へ

配
置
換

。

そ
の

た

め

「

文
選

注
」

の

作
業
は
一

頓
挫

。

睦
善
経
が

独
力
で

作
業

を
継
続

。

　

　
＊

天
宝

中

と
い

う
こ

と
に

な
ろ

う
。

完
成

。

三
、

隻
注
本
所
引
「

陸
善
経
文
選
注
」

に
つ

い

て

　

陸
善

経
の

人

と

事
蹟

、

及

び

「

文

選
陸
善

経
注
」

に

つ

い

て
、

そ

の

あ

ら
ま
し

を

見
て

き

た

が
、

以
下

、

　
「

文

選
」

集

注
本
に

引
か

れ

て

い

る

「

陸
善

経
注
」

に

つ

い

て
、

そ

れ

が
ど

の

よ

う

な
特
徴

を
持

つ

「

文

選
注
」

で

あ
っ

た

の

か

調
ぺ

て

み

る
こ

と
に

す
る

。

1
、

集
注
本
に

お
け
る

「

陸
普

経
注
」

　
集

注

本
に

お
い

て

「

睦
善
経

注
」

は

ど

の

よ

う
な

引
用
の

仕
方
が

さ
れ

て

い

る
の

か
、

先

ず
そ
の

点
か

ら
見

て

み

る

と
、

　
　

文
選

正
文

ー
李
善
注
　

　
鈔
ー
ー

ー
音
決

ー
五
臣

注
　
　
睦

　
　

善
経
注

ー
今
案

と
い

う
順
序
で

並
ぺ

ら

れ

て

い

る
。

　
そ
れ

ぞ
れ
の

注
が

作
ら
れ

た

時
期

は
、

な
か

に

は

推
定
の

も
の

も

あ

る

が
、

　
「

李
善
注
」

…

唐
の

顕
慶

三

年
（

六

五
八
）

に

完

成
。

　
「

鈔
」

…

顕
慶

年
間
を

中
心
と

す
る

高
宗
の

時
代
（

六
四

九
〜

六

　
　

　

　
　
八

三
）

に

は
、

注
釈
書
と

し

て

の

体
裁

を
持
っ

た

も

の

　
　

　

　
　
に

な
っ

て

い

た
。
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「

音
決
」

…

公

孫
羅

撰
と
す
れ

ば
、

　
「

鈔
」

の

後
、

五
家

注
以
前

　

　
　

　

　
　
と

な
る

。

　
「

五

臣
注
」

…

開
元

六

年
（

七
一

八
）

に

完
成

。

　
「

陸

善
経
注
」

…

天

宝

中
（

七

四
二

〜

七
五

六
）

に

は

完
成
し

て

　

　
　

　

　
　

　

　
い

た

で

あ

ろ

う
。

　
「

今
案
」

…
集
注

本
文

選
の

編

者
。

の

よ

う
に

な
る
か

ら
、

集
注

本
に

お

け

る

諸
注

の

順

序
は
、

そ

れ

が

作

ら
れ

た

順
序
に

し

た

が
っ

て

並
べ

ら
れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

こ

こ

で

具

体
的

な
例

を
挙
げ

て

み

よ

う
。

　
集

注

本
文
選
巻
第
六

十
八

、

曹

植
「

七

啓
一

首
」

　

「

此
寧

子
商

歌
之
秋

、

而

呂
望
所
以

投
綸
而

逝

也
囲

　

　
　

　
李
善

日
、

淮
南
子

日
、

寧
違
商
歌

車
下

、

而

桓
公
慨
然
而

　

　
　

　

　
悟

。

秋

猶
時
也

。

史

記
、

朱
亥

謂

魏
公
子
日

、

此
是

臣

　

　
　

　

　
効
命
之
秋
也

。

尚
書

中
候
日

、

王

至

旙
蹊
之

水
、

呂
尚

　

　
　

　

　
釣
崖

下
。

趨

拝
尚

、

立
変

名
日
望

。

　

　
　

　

鈔
日

、

綸
、

釣

緡
也

。

寧
戚

、

李
音
束

。

　

　
　

　

音
決

、

綸
、

倫
也

。

　

　
　

　

張
銑
日

、

寧
滅

為
商
歌

、

以

干
斉
恒
公

。

呂
望

釣
於

渭
之

　

　
　

　

　
陽

、

周

文
王

載
之
以

帰
也

。

　

　
　

　
陸

善
経
日

、

百
穀

秋
成

、

故

凡
事

会
合

、

則
言
秋

。

投
綸

　

　
　

　

　
而

逝

帰

於
周

也
。

　

　
　

　

今
案

、

鈔
、

無

所
以

両
字

。

勿
論

、

集
注
本
（

現

存
し

て
い

る

の

は
、

全

百
二

十
巻
の

約
五

分
の

一
、

二

十
数

巻
で

あ
る

が
）

の

全

体
に

お

い

て

全
て

こ

の

よ

う
で

あ

る

と
い

う
の

で

は

な
く

、

時
に

は

五
家

注
が

無

く
、

ま

た

時
に

は

陸

善
経

注
が

無
い

場

合
も
あ
る

。

そ
れ

は

其
の

句
、

或
は

語
に

つ

い

て

の

五

家
注

、

陸
善

経
注
が

、

も
と
も
と

無

か
っ

た

場

合
が

あ
る

か

も

知

れ

な
い

が
、

し

か

し
ま

た
、

そ
れ

は

最
初
は

有
っ

た

け

れ

ど

も
、

そ
の

前
に

置
か

れ

て
い

る

李
善
注

な
ど
に

お
い

て

既
に

そ
の

事
に

つ

い

て

は

注
が

な
さ

れ
て
い

た

た

め

に
、

集

注

本
の

編
者
が

省
略
し

た
、

と
い

う
こ

と

も
考
え

ら
れ

る
。

　

な

お
、

集

注

本
（

現
存
す
る

巻
に

つ

い

て

で

あ

る

が
）

で

は
、

「

鈔
」

「

五

家

注
」

の

欠
け

て

い

る

巻
が

あ
る

。

す
な

わ

ち
「

鈔
」

に

つ

い

て

は
、

　

　
巻

五
六

，

　

　

巻
六
一

上
の

後
半

。

　

　

巻
六
一

下
。

　

　

巻
六

三
。

　
（

離
騒

経
・

招
魂
・

招
隠
詩

）

　

　

巻
六

六
。

な

ど

の

巻
々

に

お

い

て

欠
け

て
い

る
。

そ
の

事
に

つ

い

て
、

巻
六
一

上

「

江

文
通
・

雑
体
詩
三

十
首
」

の

「

今
案
」

に

は
、

　
「

以

後
十
三

首
、

鈔
脱
」

と

あ

り
、

巻
六

三

「

離
騒
経
一

首
」

に

は
、

　
「

此
篇

、

至
招
隠

篇
、

鈔
脱
也
」

と

あ

る
。

　
（

其
の

他
の

、

巻

五

六
、

巻

六
一

下
、

巻
六

六

の

「

今
案
」

に

は
、

何
故
か

わ

か

ら
な
い

が

鈔
の

脱
落

に

つ

い

て

は

触
れ

て
い

な
い

。

）

す
な
わ

ち
、

集

注

本
編

者
の

使
用

し

た

「

鈔
」

に

は
、

已
に

欠
け

て

い

る

巻

が

存

在
し

て

い

た

こ

と

が
、
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こ

れ

ら
の

こ

と
に

よ
っ

て

知

ら
れ

る
。

　

ま

た

「

五
家
注
」

は
、

巻
六

三

「

離
騒

経
」

の

注

が

無
い

。

　
「

今

案
」

に

は
、

　
「

此
篇
至

招
隠

篇
、

鈔
脱
也

。

五
家
有
目

、

而
無

書
」

（

此
の

篇
よ
り

招
隠
篇
に

至
る

ま
で

、

五

家

本
は

目
次
は

有
る

の

だ

け

れ

ど

も
、

そ
の

文
章
が

無
い

）

の

よ

う
に

記
さ

れ

て

い

る
。

し
か

し
、

も
し

使
用
し

て

い

る

五

家
注

本
に

「

離
騒
経
」

か

ら
「

招
隠
」

に

至
る

部
分
が

脱
し

て
い

る

の

で

あ
れ

ば
、

そ
の

部

分
は

別
の

五
家

注

本
を

使
え

ば

よ
い

と
思

う
の

で

あ

る
が

、

ど
う
い

う

理
由
が

あ
っ

た

の

か

わ

か

ら
な
い

け

れ

ど

も
、

そ

う
し
て
い

な
い

。

他
の

五

家
注

本
が

其
の

時
は

無
か
っ

た

の

か
、

そ
れ

と
も

、

有
っ

て

も
、

編

者
に

は

他
の

五

家
注

本
を
使
う
つ

も
り

が

無
か
っ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

　
こ

の

よ

う
に

「

鈔
」

　
「

五

家
注
」

に

つ

い

て
は

、

脱
し

て
い

る

巻

が

あ
る

が
、

「

陸
善

経
」

と

「

音
決
」

は
、

（

勿
論

、

残
さ

れ

て

い

る

二

十
数
巻
に

つ

い

て

で

あ
る

が
）

全
て

の

巻
に

用

い

ら
れ

て
い

る
。

　
　

　
2

、

　
「

陸

啓
経

注
」

の

施
注

形
式

　

「

文
選
」

注
に

は

「

李
善
注
」

の

よ
う
に

、

そ
の

語

句
と

同
じ

用

例

を
古
い

作
品
の

中
か

ら
探
し
て

き
て

引
証
と
す
る

だ

け

で
、

語
句

の

意
味
や

文
意
を
説
明

す
る

こ

と
が

ほ

と

ん

ど

無
い

も
の

と
、

ま

た

「

鈔
」

の

よ

う
に

、

　
「

李
善
注
」

の

補
足

を
考
え

な

が

ら

古
書
か

ら

の

引

證
を
行

う
と

同
時
に

、

語

旬
や

文
の

意

味
を
詳
細
に

解

説
す

る

も
の

も
あ

る
。

　
「

五

家
注
」

は

「

鈔
」

の

方
法

に

従
っ

て

い

る

が
、

「

李
善
注
」

式
の

引
書
方
式
は

稀
に

し

か

用
い

な
い

。

　
そ
れ

で

は

「

睦
善

経
注
」

は

ど

う

で

あ
っ

た

か
、

と

い

う
と

、

後

者
つ

ま

り
「

鈔
」

　
「

五
家
注
」

に

類
す
る

「

文
選
」

注
で

あ
る

。

少

し

例
を
挙
げ
て

み

よ

う
。

　

○
巻

第
五

十
九

上
、

雑
詩
二

首

　
陶
淵
明

　

　

「

此
還
有

真
意

、

欲

辨
已
忘
言
」

　

　

李
善

日
、

　
「

楚
詞
」

日

「

狐
死
必

首
丘

、

夫

人
孰

能
反

其

則
情
」

。

　

　
　

王

逸
日
「

真
情

、

本
心

也
」

。

「

荘
子
」

日

「

言

者
所
以

在
意

　

　
　

也
。

得
意
而

忘

言
」

　

　

鈔
日

、

真
、

謂
道
之

本
也

。

鳥
日

晩
還
山

。

是
帰

栖
集

息
其
労

　

　
　

倦
。

故

言
有

真
意
也

。

我

今
欲

辨
此
得
理
之

意
、

意
以

辨
之
、

　

　
　

故
忘

言
。

　

　

李

周
翰
日

、

我
欲
言

此
真
意

、

吾

亦
自
入

真
意
也

。

故

遺
瑚
其

　

　
　

言
而
無
言

矣
。

　

　

陸
善

経
日

、

欲

辨
其
意

、

即

与
理

会
。

故

忘
言

也
。

「

李
善
注
」

は
、

　
「

真
意
」

と

「

忘
言
」

の

用
例

を
挙
げ
る

だ
け

で

あ
る

が
、

　
「

鈔
」

　
「

五

家
（

李
周

翰
）

注
」

は
、

「

真
意
」

　
「

忘
言
」

の

意

味
に

つ

い

て

解
説
し

、

「

陸
善
経

注
」

は

「

忘
言
」

に

つ

い

て

鰐

説
す
る

。

　

○
巻
第
五

十
九
上

、

　
「

田

南

樹
園
激

流
殖
援
」

　一

首

　
謝

霊
運

　

　
「

賞
心
不

可
忘

、

妙

善
冀
能

同
」

　

　
李
善

日
、

　
「

荘
子
」

顔

成
子
遊
謂

東
郭
子

基
百
、

自
吾
聞

子
之
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言

也
、

八

年
而
不

知

死
、

不
知

生
。

九

年
大
妙

。

　
「

郭

象
」

　

　
　

日
、

妙
善

同
故

無
往
而

不
冥

也
。

　

　
鈔
日

、

言
妙

善
冀

同
於

古
賢
也

。

賞
心
、

謂

求
羊
也

。

　

　
李
周
翰
日

、

賞
心

之
樂
不

可
忘

者、

則

妙
善
之
道

、

所
望

同
於

　

　
　

古
人

者
。

　

　
睦

善
経
日

、

「

新
論
一

云
、

賢
聖
之
材

不
世

、

妙
善

之

技
不
伝

也
。

「

李
善
注
」

は
、

　
「

妙
善
」

の

語
の

引
證
と

し

て
、

　
「

荘

子
」

お

よ

び

「

郭
象
注
」

を

挙
げ

、

　
「

鈔
」

　
「

五

家
（

李
周
翰
）

注
」

は
、

「

賞

心
」

　
「

妙

善
」

の

意

味
を

説
明
す
る

。

こ

れ

に

対
し

て

陸
善
経
注
は

、

「

新

論
】

か

ら
「

妙

善
」

の

用
例

を
引
い

て

く
る
。

　
こ

の

よ

う
に

「

陸
善

経
注
」

は
、

　
「

鈔
」

　
「

五
家

注
」

と

同
じ

ょ

う

な

形
式
の

注
で

あ

り
、

　
［

李
善

注
」

の

よ

う
な
用

例
の

引
證
に

ょ

る

形

式
は

採
ら

な

か

っ

た
。

お

そ

ら
く

、

当
時

、

す

な
わ
ち

開

元
・

天

宝
の

頃
、

　
「

李
善
注
」

の

形
式
は

わ

か

り

に

く

い

と
い

う
こ

と

に

な
っ

て

お

り
、

初
め

陸
善
経

ら
が

集

賢
院
で

施
注

の

方

法
に

つ

い

て

検

討
し
た

際
に

、

　
「

李
善
注
」

方
式
に

し

な
い

で

「

鈔
」

　
「

五

寥

注
」

方
式

を
採
る

こ

と
に

し

た

も
の

で

あ

ろ
う

。

　
こ

の

よ

う
に

「

陸
善

経
注
」

は
、

語

句
の

解
釈
と

文
意
の

説
明

、

及

び
用

例
な
ど
の

引
證

を
併
用

し

た

「

文
選
」

注
で

あ
っ

た

が
、

「

集

注
本
文

選
一

に

引
か

れ
て

い

る

「

陸
善

経
注
」

を
見
て

感
じ

ら
れ

る

こ

と
は

、

要
点

を
し

ぼ
っ

て

の

簡
略
な

注
、

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
し
か

し

其
の

点
に

つ

い

て

は
、

集
注

本
編

者
に

よ
っ

て

簡
略
に

さ

れ

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

、

と
い

う
こ

と

が

考
え

ら

れ

る
。

例
え
ば

集
注

本
に

引
用
さ
れ

て

い

る

「

五

家
注
」

の

場
合
を
み

る

に
、

　
「

六

臣
注

文
選
」

　
「

五
臣

注
文
選
」

所
収
の

現
行
の

「

五
臣

注
」

よ

り

も

簡
単
に

な
っ

て

い

る
。

す

な
わ

ち
そ
れ

は
、

　
「

五
家
注
」

の

内
容
の

う
ち

、

既
に

「

李

善
注
」

や

「

鈔
」

に

お

い

て

説
明

さ

れ

て
い

る

こ

と

に

つ

い

て

は
、

集
注

本
の

編

者
が

重

複
を

避
け

て

省
い

た
た

め

で

あ

る
。

例
を
挙
げ
て

み

よ

う
。

集
注

本
巻
第
八

、

左
太

沖
「

三

都
賦

序
」

の

五
臣
注
に

つ

い

て
、

集

注
本
と
六

臣
注

本
で

あ

る

袁
本
を
比

ぺ

て

み

る

と
、

次
の

よ

う
で

あ

る
。

ま
ず

正
文

、

つ

ぎ
に

五
臣
注
を

、

袁
本

、

集
注

本
の

順
に

挙
げ
る

。

　

　
　

○
左
太

沖

　
（

袁
）

向
日

、

臧
栄

緒
晋
書
云

、

左
思
字

太
沖
、

斉
国
人

也
、

少

　

　
　

博
覧
文

記
、

作
三

都
賦

、

構

思
十
年
、

門
庭

藩
溷

、

皆

著
紙

　

　
　

筆
、

遇

得
一

句
、

即
疏

之
、

徴
為

秘
書

、

賦

成
、

張
華
見
而

　

　
　

咨
嗟

、

都
邑
豪

貴
、

競

相
伝
写

、

　

三
都

者
、

劉
備

都
益
州

　

　
　

号
蜀

、

孫

権
都
建

業
号

呉
、

曹
操

都

郭
号
魏
、

思
作
賦

時
、

　

　
　
呉

蜀
已
平

、

見
前

賢
文
之

是
非

、

故

作
斯
賦
、

以

辨
衆

惑
、

　
（

集
）

呂
向
日

、

三
都

者
、

劉
備

都
益

州
号

蜀
、

孫

権
都
建
業
号

　

　
　
呉

、

曹
操

都
郭
号
魏

、

思
作
賦

時
、

呉

蜀
以
平

、

見
前

賢
文

　

　
　
之

是
非

、

故

作
斯
賦
、

以

辨

衆
惑
也
、

も

と

も

と

五

臣
注
に

あ
っ

た

「

臧
栄
緒

晋
書
」

の

文
は
、

已
に

李
善

注
に

引
か

れ

て

い

る

た

め

に
、

重

複
を
避

け

て

集

注

本
で

は

省
か

れ

て
い

る
。
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○
楊
雄

日
、

詩

人
之

賦
、

麗
以

則
、

　

（

貢
）

銑
日

、

美
麗

有
法

則
、

　

（

集
）

張
銑
日

、

美
麗
有

法
則

、

李
善

注
に

も
、

鈔
に

も
、

こ

の

説
明

は

無
い

の

で
、

そ
の

ま
ま

載
せ

た
。

　
　

　

○

見
緑
竹
猗

猗
、

則
知

衛

地
棋
襖
之
産

、

　
　
（

袁
）

良
日

、

詩
衛
風

云
、

瞻
彼
淇

襖
、

緑
竹
猗

猗
、

　
　
（

集
）

な
し
。

巳
に

李
善
注
に

、

　
「

毛
詩
衛
風

日
」

と
し

て

此
の

詩
が

引
か

れ

て

い

る
の

で
、

集
注
本
は

五

臣

注
を
省
い

た
。

　
　

　

○
見
在
其
版
屋

、

則
知

秦
野
西
戎
之
宅

、

　

（

袁
）

済
日

、

詩
秦
風

云
、

在
其

版
屋

、

乱
我

心

曲
、

　

（

集
）

な
し

巳
に

李
善

注
に

、

　
「

毛
詩
秦
風

日
」

と

し

て

此
の

詩
が

引
か

れ

て

い

る
の

で
、

集

注
本
は

五

臣
注

を
省
い

た
。

　
　

　

○
仮

称
珍
怪

、

以
為

潤
色

、

　
（

袁
）

銑

日
、

潤

其
文
章

、

使
有
光
色

、

　
（

集
）

張
銑

日
、

潤
其
文

章
、

使
有
光

色
也

。

李
善
注

に

は

此
の

よ

う

な
説
明

は

無
い

の

で
、

省
い

て

い

な
い

。

　
　

　

○
若
斯
之

類
、

匪
啻
于
茲

、

　
（

袁
）

向
日

、

匪
啻

、

言
多

也
、

　
（

集
）

な
し

李

善
注
に

「

斯
珍

怪
之
流

、

弗
蕾
如

此
、

言
尚
多

也
」

と
い

う

注
が

あ
る

の

で
、

五
臣

注
の

方
は

省
く
こ

と

に

し
た

。

　
　
　

○
且

玉
巵
無

当
、

雖
宝

非
用

、

　
（

袁
）

向
日

、

巵
酒
器
也
、

当
底
也

、

且
有
玉

器
無
底

、

雖

是
宝

　
　
　

物
、

終
不
堪
用

、

　
（

集
）

呂

向
日
、

且

有
器
無
底

、

雖

日
宝

物
、

終
不
堪
用
也

、

「

琶

酒
器
也

、

当
底
也
」

は

古
注
（

基
毋

邃
注
）

に

「

巵
酒
器
也

、

当
底
也
」

と

あ
る

の

で

省
い

た
。

　
　
　

○
侈
言
無

験
、

雖

麗
非
経

、

　
（

袁
）

濟
日

、

侈
大
也

、

経
常
也

、

若

大
言
而
無
徴
験

者
、

雖

華

　
　
　

麗
不
可

以

為
常

、

　
（

集
）

呂
延

濟
日

、

侈

大
、

経
常

也
、

若

大
言
而
無
徴

験
者

、

雖

　
　
　

華
麗
不
可

以
為
常
也

、

李
善
注

、

鈔
に

は
、

こ

の

よ

う
な
説
明

は

無
い

の

で
、

そ
の

ま

ま
載

せ

た
。

　
　
　

○
而
論
者

莫
不
詆

訐
其
研
精

、

作
老
大
氏

挙
為
憲

章
、

　
（

袁
）

良
日
、

詆
呵

、

訐
挙
也

、

大

琢
猶

大
都
也
、

言
以
其
有
研

　
　
　
精
之

処
、

莫
敢
呵

責

挙
発
之

、

大
都

仍
挙
以
為
法

則
、

　
（

集
）

劉
良
日

、

訐
挙
也

、

大
琢
猶

大
都

也
、

言
以

其
有
研

精
之

　
　
　
処

、

莫
敢

呵
責
挙
発
之

、

大
都

仍
挙
以

為
法
則
也

、

「

詆
呵
」

は
、

李

善
注
に

「

説
文
日

、

詆

呵
也
」

と
あ
る
の

で
、

省

い

た
。

　
　
　
O
積
習
生
常
、

有
自

来
矣

、

　
（

袁
）

翰
日

、

言

習
常
已
久

、
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（

集
）

李
周

翰
日
、

言
習

常
已
久

也
、

李
善

注
、

鈔
に

は
、

そ

の

ま

ま

の

注
は

無
い

の

で

省
か

な
か

っ

た
。

　

　
　

○
余
既

思
摸
二

京
而
賦

三
都
、

〜

　
魁
梧
長

者
莫
非

其
旧

、

　

（

袁
）

銑
日

、

摸

法
、

稽

考
、

志
記
也
、

魁
梧
猶

大
徳
也

、

　

（

集
）

張

銑
日

、

魁
梧
猶

大
徳

也、

李

善
注
に

「

「

声
類
」

日
、

摸
法

也
。

　
「

孔

安
国
尚

書
伝
』

日
、

稽

考

也
。

　
「

周
礼

鄭
玄

注
」

日
、

志
記

也
」

と

あ
る

の

で
、

五

臣
注
の

其
の

部

分
は

省
い

た
。

　

　
　

○
且
夫

任
土

作
貢
、

虞

書

所
著

、

辯

物
居
方

、

周
易

所
慎

、

　
（

袁
）

翰
日

、

虞

書
伝
、

任
土

作
貢

、

易

日
、

君
子

以

辨
物
居

方
、

　

　
　

令

物
各

当
其

所
、

故
常

慎
之

、

　
（

集
）

な
し
。

基
母

邃
注

に

「

虞

書
」

と

「

周

易
」

の

文
が

、

ま

た

鈔
に

「

周

易
注
」

（

令

物
各

当
其

所
）

が

引
か

れ

て

い

る

た

め

に
、

五
臣

注
は

全
て

省

い

た
。

　

　
　

○
聊

挙
其
一

隅
、

摂
其
体

統
、

帰
諸

詰
訓

焉
、

　
（

袁
）

銑
日
、

詰
訓

、

古

言
也
、

挙
→

隅
、

摂
取

其
体
裁

統
理

、

　

　
　

皆
帰

諸
古
人

之

言
、

　
（

集
）

張
銑
日

、

言

挙
一

端
、

摂
取

其
体

裁
統
理

、

皆
帰

諸
古
人

　

　
　

之
言
也

、

李
善

注
に

「

説
文

日
、

詰
訓

、

古
言
也
」

と
あ
る
の

で
、

集
注

本
で

は

其

の

部
分
だ

け

省
い

た
。

　
以

土
の

よ

う

に

五

臣
注
の

場

合
は

、

既
に

古
注

、

李
善

注
、

鈔
に

お

い

て

説
明

さ

れ

て
い

る

こ

と

は
、

集

注

本
編

者
に

よ
っ

て

省
か

れ

て

い

る
。

　

「

鈔
」

に

つ

い

て

も
、

既
に

「

文
選
集

注

所
引
「

鈔
一

に

つ

い

て
」

（

「

日

本
中
国

学
会

報
」

第
二

九

集
）

に

お

い

て

述
べ

た

ご

と

く
、

李
善

注
と
の

重

複
は

、

で

き

る

だ

け

避
け

る

よ

う
に

編

集
さ
れ
て
い

た
が

、

　
「

鈔
」

の

場

合
は

本
来
の

目
的
が

李

善
注
の

補

足
と
い

う

点

に

あ
っ

た

よ

う
で

あ

る

か

ら
、

重
複

は

本
来
、

そ
れ

ほ

ど
無
か
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
こ

の

よ

う

な
わ

け

で

集
注

本
の

編
集

方
針
は

、

李
善

注
を
主
と

し

て
、

そ
れ
に

続
く

「

鈔
」

　
「

音
決
」

　
「

五

臣
注
」

　
「

睦
善
経
注
」

に

つ

い

て

は

李
善
注
と

の

重
複
部

分
は

省

く
、

と

い

う

も
の

で

あ
っ

た

よ

う

で

あ
る

。

従
っ

て

「

陸
善

経
注
」

に

つ

い

て

も
、

同
じ

原
則
に

し

た

が
っ

て

処
理
さ

れ

た

は

ず
で

あ
る

。

　
因
に

、

右
に

挙
げ
た

コ

ニ

都

賦
序
」

に

お

い

て

は

「

陸
善
経
注
」

は
、

五
箇

所
だ

け

に

引
か

れ

て

い

る
。

す

な
わ

ち
、

　

　
〇
三

都
賦

序

　
睦

善
経
日

、

旧

有

基
毋

邃
注
、

　

　
○
蓋

詩
右
冖

山

ハ

義
正

局
、

　

苴ハ一
一

日肺
賦

、

　
陸

善
経

日
、

周
官

文
也

、

　

　
○
故
能

居
然
而

辯
八

方
、

　
陸

善
経
［

口
、

居
然
猶

安
然
也
、

　

　
○
而
論

者
莫
不

詆
訐
其
研
精
、

作
者

大
底
挙

為
憲
章

、

　
陸

善
経
日

、

論
者

莫
有
詆
毀
攻

訐
其

事
、

遂
共

訐
為
研
精

、

作
者
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便
壇
以

為
法
式
也

、

　

　

○
且

夫
任
土

作
貢
、

虞

書
所

著
、

辯
物
居
方

、

周
易

所
慎

、

　

睦
善

経
日
、

尚
書

禹
貢

、

古
文

為
夏
書

、

今
文
為
虞
書

也
、

陸

善

経
は

「

三
都
賦

序
」

に

つ

い

て

は

た

だ

五

箇
所
だ

け

に

注

を
付

け

た
、

と
い

う
の

で

は

あ

る

ま
い

。

も
っ

と

多
く
の

注
が

付
け

ら

れ

て

い

た

け

れ

ど

も
、

古
注

、

李
善
注

、

鈔、

五

臣
注
な

ど
の

内
容
と

重
複

す
る
た
め
に

、

省
か
れ
た
の

で

あ

ろ
う

。

勿
論
右
に

挙
げ
た

陸
善

経

注
は

、

そ
の

前
に

置
か

れ

て

い

る

諸
注
の

内
容
と
重
複
は

し

て

い

な
い

。

　

以

上
の

よ
う
な
こ

と

か

ら
、

睦

善
経
注
は

本
来
は

も
っ

と

詳
し
い

注

で

あ
っ

た

が
、

注
の

重
複
は

避
け

る

と
い

う
集
注

本
の

編

集
方

針

の

た

め

に
、

李
善
注
ほ

か

諸
注
と

同
じ

内
容
の

部
分
は

省
か

粍

た

た

め

に
、

今
見

る

よ

う

な
簡
略

な
も
の

と

な
っ

た
の

で

あ
る

。

　

そ
れ

で

は

集
注

本
の

編
者
は

、

陸
善

経
注
に

省
略
の

手
を
加
え

る

際

に
、

ど

の

程
度

の

重
複

を
認
め

、

或
は

認
め

な

か
っ

た

の

で

あ
ろ

う

か
。

以

下
、

そ
の

点

を
説
明

し

て

く
れ

そ
う
な
条

を
見
て

み

ょ

う
。

　

　
○
悉

召
故

人
父

老
子

弟
佐
酒

、

　
（

巻
五

六
、

漢

高
祖
「

歌
」

）

　
五
臣
（

張
銑
）

注

：

佐

酒
、

助

飲

酒
也

、

　
睦
善

経
注
：

佐
酒

、

助
行

酒
也
、

「

助
飲

酒
」

も

「

助

行
酒
」

も
、

そ
れ
ほ

ど
違
い

は

無
い

が
、

編

者

は

陸

善

経
注
を

省
い

て

い

な
い

。

　

　
○
支
離

覆
逆
之

数
、

　
（

巻
九

四
上

、

夏
侯

湛
「

東
方
朔

画
賛
序
」

∀

　
李

善
注
．
．

「

荘
子
」

日
、

支
離
疏

、

鼓

筴
播

精
、

足
以

食

十
人
、

　

陸

善
経
注
・
・

「

荘
子
」

云
、

支
離

疏
、

鼓

篋
播
精

、

足
以

食
十
人

、

　

　
　

　

　

説
者
以

為
卜
筮
也

、

　
「

荘
子
」

人

聞
世

篇
の

文
で

あ

る

が
、

睦
善

経
注
の

「

説
者
以

為
卜

筮
也
」

は

陸
善
経
が

付
し

た

も
の

。

　

　

○
其

道
猶
龍

、

　
（

巻
九
四

上
、

夏

侯
湛
「

東
方

朔
画

賛
序
」

）

　

李
善
注
：

「

荘
子
」

日
、

孔
子

見
老

鵯
、

弟
子

問
日

、

夫

子
見
老

　

　
　

　

珊
、

亦
何

規
哉

、

〜

予

有
何
規

於
老

購
哉

、

　

陸

善
経
注
。
．

「

史
記
」

日
、

孔
子

謂
弟

子
日

、

吾

今
日

見

老
子

、

　

　
　

　

　

其

猶
龍
耶

、

同
じ

よ

う
な

内
容
で

あ
る
が

、

　
「

荘
子
」

と

「

史
記
」

と
、

引
用

書

が

異
な
る

た

め

に
、

編
者
は

陸

善
経
注

を
省
く

こ

と

は

し

な
い

で

両

方

を
載
せ

た

よ

う
で

あ

る
。

　

以

上
の

よ

う

に

集
注

本
の

編

者
は

、

解

説
文
が
一

字
違
っ

て
い

て

も
省

略
は

し

な
い

し
、

引
文
の

内
容
が

異

な
っ

て

お

れ

ば
、

同
じ

書

か

ら
の

も
の

で

も
省
略
は

し

て

い

な
い

。

ま

た
、

同
じ

よ
う

な
内
容

で

あ
っ

て

も
引
用

書
が

異
な
っ

て

い

る

場

合
は

両
方

を
載
せ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

集
注

本
の

編
老
は

、

か

な

り
厳
密

な
作

業
を
し

て

い

る

レ

小

う

で

あ
る

。

が

し

か

し
、

そ
の

方
針
が

全
て
の

巻
に

徹
底
し

て

行

わ

れ

て

い

る

と

い

う
の

で

は

な
く

、

時
に

前
注
と

重
複
し
て
い

る

こ

と
も

あ

る
。

編

者
の

ミ

ス

で

あ
ろ

う
が

、

や

は

り

何
事
に

し
て

も
完

璧
を
期

す

る

こ

と

は

難
し
い

も
の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で
、

陸
善

経
注
は

「

鈔
」

の

よ

う
な

李
善
注
捕

足
と

い

う

性

格
の

文
選
注

で

あ
っ

た
の

か
、

そ
れ

と

も
「

五
臣

注
」

の

よ

う
な

従
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来
の

文
選

諸
注
を
ふ

ま
え
た

う
え

で
の

総

合
的

な
文
選

注
で

あ
っ

た

の

か
、

と
い

う
問

題
に

つ

い

て
、

ま
と

め

を
し

て

お

こ

う
。

既
に

述

べ

て

き

た

よ

う
に

、

集

注
本
に

収
め

ら
れ

て
い

る

陸

善
経
注

が

簡
略

化
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

な
ら

ば
、

そ

の

元
の

注
は

李
善
注

補
足
で

も

五

臣
注

補
足
で

も
な
く

、

総

合
的

な
文
選
注

で

あ
っ

た

ろ

う
と

推
測

さ

れ
る

。

ま

た
、

既
に

述
べ

た

コ
一

、

　
「

文
選
」

注
に

つ

い

て
」

に

お

い

て

引
用
し
た

牽
述

の

「

集

賢
注

記
一

に
、

　

　

開
元

十
九

年
三
月

、

蕭
嵩

奏
す

「

王
智
明

、

李
元

成
、

陳
居
を

　

　

し
て

、

　
「

文
選
一

に

注
せ

し

め

ん
」

と
。

是
れ

よ

り

先
、

馮
光

　

　

震
は

勅

を
奉
じ
て

（

集

賢
）

院
に

入

り
、

　
「

文
選
」

を
校
し

、

　

　

「

李
善
の

旧

注
は

精
な

ら
ざ
る

を
以

て
、

改
め

て

注

せ

ん
こ

と

　

　

を
請
ふ
」

と
上

疏
す

。

之
に

従
ひ

、

光
震
は

自
ら

注

し

て

数

巻

　

　

を
得
た
り

。

嵩
は

、

先

代
の

旧

業
な
る

を
以

て
、

其
の

功

を
就

　

　

さ

ん

と

欲
し

、

奏
し

て

智

明
ら

を
し

て

之

を
助
け

し

む
。

明

年

　

　

五

月
、

智
明

、

元

成
、

陸
善

経
を
し
て

、

専
ら

「

文
選
」

に

注

　

　

せ

し

む

る

も
、

事
は

竟
に

就
ら

ず
。

の

よ
う
に

記

さ

れ

て

い

る

の

に

よ

れ

ば
、

陸
善

経
が

参
加
し

て

い

た

「

文
選
」

施
注
は

、

初

め

馮
光

震
の

「

李
善
の

旧

注
は

精

密
で

な
い

か

ら
改
め

て

注
を
し

た

い
」

と
い

う

上
疏
に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た

し
、

ま

た

其
の

事
業
を
継

承
し

た

蕭
嵩
は

昭
明

太

子
六

世
の

子

孫
で

あ
〔、

た

か

ら
、

李

善
注
補

足
の

よ

う

な
こ

と
は

考
え

ず
、

将

来
に

伝
え

る

べ

き

総

合
的

な

「

文
選
」

注
を

計
画
し

て

い

た

に

違
い

な
い

。

そ

う

し

て

陸
善

経
注
は

中
途
で

挫
折
し

た

こ

の

計
画
を

継
い

だ

も
の

で

あ

る

か

ら
、

最
初
の

方

針
に

そ
っ

た

も
の

で

あ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

　
、

3

「

陸
善
経
注
」

の

内
容
に

つ

い

て

　

「

睦
善
経
注
」

は

以
上
の

ご

と

く
、

語
釈

に

引
書

、

そ
れ

に

解

説

を
ま
じ

え

た
、

総
合
的
な
文
選

注
で

あ
っ

た

が
、

そ

の

注
の

内
容
を

も
う
少
し

説
明

す
る

と
、

 
語

句
を

解
釈
す
る

。

　

　
＊

辞

書
的
な

解
釈
を
す
る

場

合
。

　

　
＊

典

籍
を

引
用
し

て

証
明
す
る

場

合
。

　

 
文
の

意
昧

を
説
明

す
る

。

　

 
字

句
の

異

同
の

指
摘

。

ま
た

是
非

を
判
断

す
る

。

な

お
、

時
に

　

　

音

注
も

見
ら

れ

る
。

と
い

う

も
の

で

あ
る

が
、

全

体
的
に

見
て

、

前
代
の

諸
注
を
意
識
し

な
が

ら
の

施
注
と
い

う

感
じ

が
、

強

く
す
る

。

李
善

注
、

鈔
、

音
決

、

五

臣

注
な

ど
、

或
は

そ
の

ほ

か

に

も

文
選

注
が

あ
っ

た

か

も
し
れ

な

い

が
、

そ

れ

ら

全

て

に

目
を
通
し

、

検
討
を
加
え
た

上
で

の

施
注
で

あ
ろ

う
か

ら
、

そ
れ

も
当

然
の

こ

と
で

あ
ろ
う
。

以
下

、

具

体
的
に

例

を

挙
げ

な
が

ら
、

注
の

内
容

を
見
て

み

る

こ

と
に

す
る

。

　

な
お

陸
善
経
注
の

内
容
に

つ

い

て

は
、

既
に

藤
井
守
氏
の

「

文
選

集
注
に

見
え

る

陸
善

経
注
に

つ

い

て
」

　
（

広
島

大
学
文

学
部
「

紀
要
」

第
三
七

号
）

に
、

特
に

李
善

注
と
の

関
係
を

中
心
に

ま

と

め

て

あ
る

の

で
、

こ

こ

で

は

右
の

 
 

 
に

そ
っ

て

例

を
挙
げ
る
に

と
ど

め

る
。
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語

旬
の

解

釈
を
す
る

。

　

○

祁
祁
大
邦

、

惟

桑
惟

梓
、

　
（

巻

四
八

下
、

潘
尼

「

贈
陸

機
出
為

　

　

呉
王

郎
中
令
」

）

　

　

李
善
注
，
。

「

毛

萇
」

日
、

祁

祁
、

衆
多

也
、

　

　

鈔
・

・

祁
、

大
也

、

　

　

睦

善
経
注
：

祁
邨

、

安
和
貌

也
、

「

郡
祁
」

と
い

う

語
の

解
釈
が

、

李
善
注

、

鈔
の

解

釈
と

異

な
っ

て

い

る
。

　

○
平
楚

正
蒼
然

、

　
（

巻
五

九

下
、

謝
眺

「

郡

内
登
望
」

詩
）

　

　

李
善
注
：

「

説

文
」

日
、

楚
、

叢

木
也

、

　

　

鈔
：

楚
、

即

草
中
木
之
翹
秀

也
、

　

　

陸
善

経
注
：

楚
、

木
名

、

「

平

楚
」

の

「

楚
」

の

解
で

あ

る

が
、

陸

善
経
注
は

、

李
善

注
、

鈔

に

対
し
て

、

ど

う

し

て

も
注

を
し

な

け

れ

ば
い

廿

な
い

か

ら

し

た

よ

う

な
、

意
昧
の

無
い

注
の

よ
う
に

思

う
。

　

○
挽
歌
（

巻

五
六

、

挽

歌
）

　

　
李
善

注
，
．

「

讌

周
怯
訓
」

日
、

挽
歌
者

、

高
帝
召
田

横
、

至
尸

　

　

　
　

　
郷
自
殺

、

従
者
不

敢

哭、

而
不

勝
哀

、

故

為
此
歌

、

以

　

　

　
　

寄
哀
音

焉
、

　

　
五
臣

（

李
周

翰
）

注
：

田

横

自
殺

、

従
者
為

悲
歌

、

以

寄
其
情

、

　

　

　
　

其
後
広

之
、

為
薤
露
・

蒿
里
歌

、

以
送
喪
也

、

至

李
延

　

　

　
　

年
、

分

為
二

等
、

薤
露
送
王

公
貴
人

、

蒿
里

送
士

大
夫

　

　

　
　

庶
入

、

使

挽
柩

者
歌
之

、

因

呼
為
挽
歌
矣

、

　

　

陸

善
経

注
：

「

左
伝
」

云
、

公

孫
夏
命
其
徒

、

歌

虞
殕

、

注
日

、

　

　
　

　

　

送

葬
歌
曲
也
、

則
古
已

有
其
事

、

非
起
田

横
也

、

　
「

挽
歌
」

の

起
源
に

つ

い

て
、

李
善
注

、

五
臣
注
は

田

横
に

関
係
さ

せ

て

説
く
が

、

陸
善
経

注
は

「

左
伝
」

　
（

哀
公
十
一

年
）

を
根
拠
と

し

て
、

田

横
に

起
こ

る
こ

と

を
否
定
す
る

。

　

○
公
叔

畢
命
於

西
秦

、

　
（

巻
六

八
、

曹
植
「

七

啓
」

）

　

　

李
善

注
：

公
叔

、

未
詳

、

　

　

鈔
．
．

「

戦
国
策
」

有
公

叔
畢
命

事
、

未

詳
、

　

　

陸

善
経
注
：

公
叔

、

書

伝
所
不

載
、

或
云

、

荊
軻

、

字
公
叔

、

　

　
　

　

　

刺
秦

王
不

中
而

死
、

故

云
「

畢

命
」

、

　
「

公

叔
」

と

は

誰
の

こ

と
か

、

李
善

注
と

鈔
は

「

未

詳
」

と

す

る
が

、

陸
善
経

注
は

何
と

か

し

て

は
っ

き

り

さ

せ

よ

う
と

、

執
念

を
も
や

し

て

い

る
。

睦
善

経
は

、

諸
注

、

と

り
わ

け

李
善
注
に

「

未
詳
」

と

記

す
も
の

に

つ

い

て

は
、

常
に

そ

の

よ

う
で

あ

る
。

も

う
｝

例
、

挙
げ

る

と
、

　

　

○
若
此
仲
山
周

旦
、

為
皆

有
姐
日

耶
、

　
（

巻

七
九

、

楊
脩
「

答
臨

　

　
　

濳
侯
牋
」

）

　

李

善
注
：

「

毛
詩
」

序

日
、

七

月
周
公
遭

変
、

陳

王

業
之

鰻
難

、

　

　
　

　

然
詩
無

仲
山

父

作
者

、

而

有
吉
父
美

仲
山
父

之
徳

、

未

詳
、

　

　
　

　
徳
祖

何
以

言
之
也
、

李
善
は

「

仲
山

父

の

作
っ

た

詩
は

無
い

の

に
、

楊
徳
祖
は

何
故

、

仲

山

父

が

詩
を
作
っ

た

よ

う
に

言
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。

未

詳
」

と

疑
問

を

提
出
し
て

い

る

が
、

こ

れ
に

対
し

て

「

鈔
」

は
、
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周
公

作
「

鴟
鶚
」

詩
、

仲
山

甫
作
「

周
頌
」

、

此
二

人

是

古
之

　

　

聖
賢

、

各
有

詩
頌

、

仲
山

甫
は

「

周
頌
」

を
作
っ

た

の

だ

と

言
う
。

ま

た

五

臣
（

張
銑

）

注
も

、

　

　
仲
山

甫
作
周
頌

、

仲
山

甫
は

「

周
頌
」

を
作
っ

た
と

言
う
。

　
（

張
銑
の

注
は

、

そ
の

前

に

あ

る

「

鈔
」

と

同
じ

内
容
で

あ
る

た

め

に
、

集
注

本
で

は

省
か

れ

て
い

る
）

。

　

そ

う
し
て

「

睦

善
経
注
」

は
、

　

　
詩
日

「

廟

肅
王
命

、

仲
山

父

将
之

、

邦
国

若
否
、

仲

山
父

明
之
」

　

　
此
吉

甫
美
仲
山

甫
之
徳

、

故
通

呼
為
仲

山

甫
詩

、

大
稚
・

烝

民
の

詩
を
挙

げ
て

、

　
「

尹

吉

甫
が

仲
山

甫
の

徳

を
讃
え

た

詩

を
、

こ

こ

で

は

仲
山

甫
の

詩
と

見

為
し

て

い

る

の

だ
」

と

説
い

て

い

る
。

　

 
文
の

意

味
を
説

明
す
る

。

　
一

語
で

は

な
く

、

一

句
｝

文
に

つ

い

て

の

説
明

で

あ

る

が
、

こ

こ

で

も

陸
善

経
注
は

前
代
の

諸
注
に

対
し

て

批

判
的
で

あ

る
。

　
〇
三
秋

猶
足

収
、

万
世

安
可

怱
、

　
（

巻
五

六
、

睦

機
「

挽
歌
」

）

　
李
善

注
：

『

毛
詩
」

日
、

　】

日

不
見

、

如

三

秋
兮

、

　
陸
善

経
注

：
一

日

不
見
、

如

三

秋
兮

、

　
「

猶
足

収
」

言

雖
経
久

時
、

　

　
　

　
　

会
収
尽

、

猶
可

相
見
、

死
則
無

相
見

期
、

万
世
永

絶
、

　

　
　

　

安
可

思
也
、

「

三
秋
」

に

つ

い

て
、

李
善
注
は

「

毛

詩
」

王
風
・

采

葛
の

句
を

引

い

て

い

る

が
、

睦

善
経

注
は

、

李
善
注
に

続
け

て
、

李
善
が

注
を
つ

け

て

い

な
い

「

猶
足

収
」

の

説
明
を

行
っ

て
い

る
。

　

○
悔
相

道
之
不

察
兮、

延

佇

乎
吾

将
反

、

回
朕

車
以

復
路

兮
、

及

　
　

行
迷
之
未

遠
、

　
（

巻
六

三
、

屈

原
「

離

騒
」

）

　

王
逸

注
：

言
己

自
悔
恨

、

相
視

事
君

之

道
、

不
明

審

察
、

若
比

干

　
　

　

　

伏

節
死

義
、

故

長
立

而
望

、

将
欲
還

反
、

終
己

之

志
也

、

　

陸
善

経
注
：

以

君

不
察
己
之

忠
言
、

遷
延

佇
立

、

欲
自

引
退
、

故

　
　

　

　

取
反

迷
、

以

為
興

也、

李
善
注
の

方
は

「

身

を
引
こ

う
と

し

て

い

る

自
分
の

誤
り

に

気
づ
い

て
、

王
の

許
に

返
ろ

う
と

す
る
」

と

解

釈
す

る

の

で

あ

る

が
、

睦
善

経

注
は

「

主
君
が

己
の

忠

言
を
察
し

て

く
れ

な
い

か

ら
、

私
は

身
を

引
こ

う

と
す
る

の

だ
」

と

解
し

て

い

る
。

　

○
長

驅
河

朔
、

電

撃
壌
東
、

　
（

巻
九
八

、

陸

機
「

漢
高
祖

功
臣
頌
」
）

　

李
善
注
：

「

漢
書
」

日
、

秦

将
王

離
囲

鉅
鹿
、

　
（

曹
）

参
撃
王
離

　
　

　

　

軍
成

陽
南

、

大

破
之
、

又

撃
三
秦

軍
壌
東

、

破
之

、

　

陸

善
経

注
・
．

「

史

記
」

曹
参
従
入

漢

中
、

還

撃
三

秦

軍
壌
東

、

魏

　
　

　

　
豹
反

、

参
以

仮

丞
相
、

別
与
韓

信
、

東
攻

魏
破
之

、

従

　
　

　

　
韓
信
破

趙
下
斉

、

長
驅

河
朔
、

謂
之
也

、

「

長

驅
河
朔
」

に

つ

い

て
、

李
善

注
は
、

曹
参
が

高
祖
に

従
っ

て

河

北
の

地
を

転
戦
し

た

こ

と

を
言
う
と

す

る

が
、

陸
善
経

注
は

、

そ

の

後
、

曹

参
が

韓
信
に

従
っ

て

趙
・

斉

を
破
っ

た
こ

と

を
い

う
と
す
る

。

李
善
が

「

漢

書
」

を
引
け

ば
、

そ
れ

な

ら
こ

ち

ら
は

「

史
記
」

で
、
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と
い

う
気
持
ち
が

あ
る

よ

う
で

あ
る

が
、

そ
れ

は

別
と

し

て
、

は

話
の

順

序
か

ら
い

っ

て

李
善

注
の

方
が

是
で

あ

ろ
う
。

こ

こ

　

 
工

子

句
の

異
同
の

指

摘

　

○
躬

膜
胝
無
跋

、

膚
不
生

毛
、

　
（

巻
八

八
、

司

馬
相
如

「

難
蜀
父

　
　

老
」

）

　

陸
善

経
注
：
一

本
無
膜
字

、

「

脇
」

字
は
一

本
に

は

無
い

、

と

い

う
。

　
「

腔
」

は
、

皮
膚
の

こ

と
。

　

○

燮
燮
涼
葉
奪

、

戻

戻
飃
風

挙
、

　
（

巻

六
一

下．

江

淹
「

雑
体
詩
」

　
　

（

張
協
）

　

陸
善

経
注
：

奪
、

当

為
脱

、

因
借

音
而

誤

也
、

「

奪
」

字
は

、

同
音
の

た

め

に

誤
っ

た
の

で

あ
り

、

　
「

脱
」

に

改
め

る
ぺ

き

で

あ
る

と

い

う
、

　

○
囲
守

鄰
城
、

則
将

軍
蘇
游

反
為

内
応
、

　
（

巻

八
八

、

陳
琳
「

檄

　
　

呉

将
校
部
曲

文
」

）

　

李
善

注
：

魏

志
日

、

　
（

袁
）

尚
攻
（

袁
）

譚
、

留
蘇
由
守
鄰

、

公

　
　

　
　

進
軍
到

園
水
、

由
降

、

游
与

由
同

、

　

陸
善
経

注
：

魏

志
、

為
此
由

、

恐
誤

也
、

袁
尚
の

将
軍
「

蘇

游
」

に

つ

い

て
、

　
「

魏
志
一

で

は

「

蘇

由
」

と
な

っ

て

い

る

が
、

李
善
は

「

游
は

由
と
同
じ

」

と
す
る

。

し

か

し

陸
善

経
は

「

「

魏
志
」

が

「

由
」

に

作
っ

て

い

る
の

は

誤
り

で

あ
ろ

う
」

と
、

李
善
の

意
見
に

反
対
し

て

い

る
。

し
か

し
、

別
に

根
拠
は

示

し

て

い

な
い

。

　
陸
善

経
注
の

各
条
に

つ

い

て
、

特
に

問
題
の

あ
る

も
の

に

関

し
て

は
、

　
「

文

選
雑
識
」

　
（

第
一

冊
〜

第
六

冊
）

に

記
し

て

お

い

た

の

で
、

こ

こ

で

は

こ

れ

く
ら
い

に

し

て

お

く
。

　
以

上
、

陸
善

経
注
の

内
容
に

つ

い

て

例

を
挙
げ
て

み

た

が
、

彼
は

李
善
注

を
は

じ

め

と

す
る

、

そ
れ
以

前
の

文
選
注
を

踏
ま
え

た

う
え

で
、

自
分
の

判

断
を
示

し

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

諸

説
を
参
考
に

し

て

い

る

た

め

に
、

妥
当
な

結
論
が

出
さ

れ

て
い

る

所
も
あ
る

が
、

し

か

し
、

別

解
や

異

説
を

考
え

す
ぎ
、

ま

た

反
論
に

急
な
あ

ま
り
に

、

行
き

過
ぎ

た

点
も

目
に

つ

く
。

陸
善

経
注
の

性
格
は

、

そ
の

あ
た

り

に

あ

る

と

言
え
る

の

で

は

な
か

ろ
う
か

。
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